

























































































年度 2013 2014 2015 2016
登録者数 32 13 31 48












































































第7車 読むこと一説明的文章の指導,,,■ 4 












































































































1 季節の言葉 11月25日 1 2
2 12月2日 1 1
2
3 漢字の意味 12月2日 1 2






6 12月16日 3 12






9 12月23日 3 7
10 1月13日 1 7
11 1月13日 3 7
12 1月20日 6 6





15 1月27日 2 6

































































































































































































































































たが、「小学校学習指導要領 第1皋 総則」に「学校 
の教育活動を進めるに当たっては"++"児童の発達の段 
階を考慮して、児童の言語活動を充実するJとあるこ 
との意味を深く捉えなければいけないだろう。各学年 
における吕標を押さえ、「系統指導」の考え方にまで繫 
げてゆきたい独3>。
また、「ちいちゃんのかげおくり」は戦争を扱った作 
品であるが、学生自身が深い知識を持たず.、「怖い」「ち 
いちやんがかわいそう」という程度の意識で授業に臨 
んでいた,作品の社会的背景や、作者の創作意図まで 
考えて読みを深める習慣を持ってほしいと思う。
全体において模擬授業では、児童役が学生であるた 
め、それまでに「晋っていないこと」に対する配慮が 
欠けてしまう。児童役が常識の範囲で答えてしまうこ 
とも多々あり、小学校での榄擬授業では成立しない授 
業ができてしまうのである。今後の講義ではもっと認 
識を強めておきたい。
学生の評個'は、「声の大きさ」「先生らしさ」「明るさ」 
「親しみやすさ」などについて触れ、「(ちょっと難し 
いけれど頑張ろうなどの)ポジティブな発言がよいJ 
というような印象批評が多かった。しかし、模擬授業 
を終えた学生は、着目点が_の丁寧さにまで多岐に 
わたり、自身の反省から、よいところを学ぼうとする 
意欲が兄えたのが幸いである。
5-3)課題の克服
この改善点にあげられた多くのポイントは、一度は 
人の前に立って実際の授業を行ってみないとわからな 
いことではある。つまり、失敗をしたことが大きな収 
穫になるといえるだろう。その意味で、そのK省を記 
すレポートを課題としたが、本当はもう一度模擬授業 
をすることが大切であったと思われる。そこで、1回 
0の反省をどれだけ克服し、他の学生の見習うべき点 
を取り込めるかを試すことができるだろう。限られた 
時間ではなかなか困難なことではあるが、教えるべき 
内容を深く知るという意味で、国語(科!^)の講義か 
らもっと有機的に国語科教育法へと連携できるように、 
_語の講義内容を改善し、国語科教育法へと繋げてゆ 
きたい。
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6.おわりに
先に、本学の学生が現場対応力に優れた点があるこ 
とを述べたが、それは、本来考える力を基にして発揮 
される。主体的に考えることを身につける方法として 
近年いわれているのが、能動的学修である。
大学の授業に対して出された、2012年8月の中央教 
育審議会答申の「学生が主体的に問題を発見し解を見 
いだしていく能動的学修(アクティブ•ラーニング) 
への転換が必要である」という観点から、今、求めら 
れている小学校におけるrアクティブ.ラーニング」 
姓4 >は「ある事柄に対する知識の伝達だけに偏らず、 
学ぶことと社会のつながりをより意識した教育を行 
い」、(子供たちがそうした教育のプロセスを通じて) 
「自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的•協同 
的に探求」するための学習と捉えられている。
青山兩糸2氏は「アクティブ*ラーニングを生かした 
国語の授業づくり」<注5>の屮で、「<アクティブ>と 
は表面的な活動ではなく、内的な活動、言い換えると 
「額に汗するJのではなく M苗に汗をかく」ことなの 
である。自指すは、個に教科の本質に即した力や、思 
考力、認識力(汎用的な力)を身につけさせることで 
ある」と述べられる。こういった指導を受けてこなか 
った学生たちが、自ら課題を発見し、解決策を見出せ 
るようになるにはどうすればよいのか。「アクティブ。 
ラーニング」という言葉だけにとらわれずに、自ら脳 
に汗をかいて、現場で話し合いにきちんと介入する「指 
導力」を身につけるために、「考える力」を深める方法 
をさらに考えてゆきたい。それは学生たちが、教員と 
なった時に、次の世代の子どもたちに求めるものにな 
るはずであるからである。
読みの系統指導で読む力を育てる』(東洋館出版 
社■ 2016年2月初版)
4. 「初等中等教育における教育課程の基準等の在り 
方について(諮問)」(2014年11月)
5. 『「資質•能力」を育成する国語科授業モデル』 
(学事出版,2017年1月)
ピアスーパーバイザーからのコメント
本論文は、木学における「国語科教育法」の授業の 
取り組みと課題についてのものである。論文中には、 
国語の模擬授業を行う学生の優れた取り組みが創意点 
として紹介されている。本学学生の模擬授業をI夫し 
て実践している姿が伝わる。
一方、改善点についての記述もある。これらの改善点 
を、クリアしていくための「国語科教育法1の授業内 
容はどのようなものかについて、さらなる分析をして 
いくことで、学生自身が、国語の授業をよりよく展開 
できることにつながっていくと思う。
(担浩：林幹士)
<注>
1. この課題に関しては、本学同様、幼稚園免許と保 
育士資格取得を主な目標とする学生が殆どであ 
る短期大学で「国語科教育法」を担当される山本 
康治氏の実践報告の先例がある。「小学校教員養 
成課程『国語科教育法』実践報告」(『東海大学短 
期大学部(静岡)児童教育学科研究資料集』13 • 
2005 年)
2. 植松雅美編著-玉J!i大学出版部(2011年2月初版、 
20M年1月初版第3刷)
3. 筑波大学附属小学技国語教育研究部編『筑波発
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